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予算特別
委員会

令
和
７
年
度
当
初
予
算  

96
億
２
，
２
１
５
万
円

令
和
最
大
規
模
の
注
目
予
算

川村小学校長寿命化川村小学校長寿命化
B 棟長寿命化改修工事＆ A 棟長寿命化設計B 棟長寿命化改修工事＆ A 棟長寿命化設計
0 ～ 15 歳の一貫教育を掲げているうえで小0 ～ 15 歳の一貫教育を掲げているうえで小
中一貫校や社会福祉施設など複合施設として中一貫校や社会福祉施設など複合施設として
の転用が重要の転用が重要

2 億 1，868 万円2 億 1，868 万円
紙おむつ事業紙おむつ事業
リニューアルリニューアル

公園のトイレ整備事業公園のトイレ整備事業

観光マスタープラン策定観光マスタープラン策定

部活動地域移行部活動地域移行

剪定枝試験回収剪定枝試験回収

DX 推進化DX 推進化

504万円504万円35万円35万円

山北スマート IC 開通を見据えた山北スマート IC 開通を見据えた
新たな計画策定新たな計画策定

ぐみの木近隣公園のトイレにぐみの木近隣公園のトイレに
ベビーキープ設置等ベビーキープ設置等

休日の部活動（ソフトテニス）の休日の部活動（ソフトテニス）の
民間委託民間委託

ごみ処理広域化へ向け、ごみ処理広域化へ向け、
剪定枝等の資源化へ試験実施剪定枝等の資源化へ試験実施

おむつ以外のベビー用品にも対象拡大おむつ以外のベビー用品にも対象拡大

セルフ収納機や固定資産セルフ収納機や固定資産
クラウド版 GIS 導入クラウド版 GIS 導入

1,454万円1,454万円84万円84万円

650万円650万円 280万円280万円
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令
和
６
年
度
の
出
生
数

は
11
人
で
、
今
後
１
ク
ラ

ス
に
な
る
状
況
も
想
定
さ

れ
る
中
、
諸
教
室
の
有
効

活
用
や
多
目
的
で
使
え
る

用
途
も
あ
る
の
で
は
。

教
育
長　

ま
ず
は
学
校
教
育

が
主
で
あ
り
、
児
童
の
数
だ

け
教
室
が
あ
れ
ば
よ
い
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
の
で
、
多

目
的
に
利
用
す
る
よ
う
な
形

に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
、

教
壇
を
廃
止
し
、
教
室
を
フ

ラ
ッ
ト
に
す
る
。

　

今
後
は
、
可
能
で
あ
れ
ば

転
用
等
、
様
々
な
こ
と
を
考

え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

補
助
金
を
活
用
す
る
う

え
で
、
制
限
は
あ
る
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　

今
後
30

年
活
用
す
る
こ
と
が
交
付
要

件
と
な
っ
て
い
る
が
、
特
例

と
し
て
補
助
か
ら
10
年
経
過

後
で
あ
っ
て
、
類
似
事
業
等

へ
の
転
用
で
あ
れ
ば
、
認
め

ら
れ
る
事
例
も
あ
る
。

今
の
児
童
の
数
を
考
慮

す
る
と
、
教
室
の
数
が
現

状
ほ
ど
必
要
な
い
の
で
は
。

　

余
裕
教
室
も
修
繕
す
る

理
由
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　

工
事
は

Ａ
棟
と
Ｂ
棟
の
２
つ
に
時
期

が
分
か
れ
て
お
り
、
改
修
時

に
子
ど
も
た
ち
が
移
動
す
る

た
め
、
現
在
の
余
裕
教
室
も

使
用
す
る
こ
と
か
ら
修
繕
が

必
要
と
な
る
。

紙
お
む
つ
支
給
事
業
で

月
額
８
０
０
０
円
に
し
た

根
拠
は
。

福
祉
課
長　

現
在
の
支
給
額

は
、
平
成
22
年
度
の
事
業
開

始
か
ら
据
え
置
き
だ
っ
た
が
、

価
格
は
２
割
程
度
上
昇
し
て

い
る
た
め
実
勢
価
格
を
採
用

し
た
。

　

ま
た
、
現
在
は
お
む
つ
２

パ
ッ
ク
分
を
対
象
と
し
て
い

る
が
、
国
の
デ
ー
タ
等
を
参

考
に
、
平
均
的
な
利
用
枚
数

の
３
パ
ッ
ク
分
を
対
象
と
し
、

お
む
つ
代
５
０
０
０
円
、
そ

の
他
の
育
児
用
品
の
購
入
費

用
３
０
０
０
円
と
し
て
設
定

し
た
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

利
用
料
減
免
で
、
対
象
に

な
る
児
童
数
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　

世
帯
２

人
目
の
児
童
43
人
、
世
帯
３

人
目
以
降
の
児
童
19
人
を
見

込
ん
で
い
る
。

他
町
で
は
、
無
償
化
に

向
け
て
動
い
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
が
、
当
町
は
今

後
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　

ま
ず
２

人
目
が
半
額
、
３
人
目
以
降

が
無
料
と
考
え
て
い
る
。　

　

今
後
は
、
利
用
料
の
減
免

以
外
に
も
利
用
し
や
す
い
方

策
も
含
め
て
、
引
き
続
き
検

討
し
て
い
き
た
い
。

副
町
長　

児
童
ク
ラ
ブ
は
、

共
働
き
の
家
庭
に
限
定
さ
れ

る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭

に
子
育
て
支
援
を
行
っ
て
い

く
た
め
、
ど
の
よ
う
な
援
助

が
で
き
る
の
か
、
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

ぐ
み
の
木
近
隣
公
園
の

ト
イ
レ
に
設
置
す
る
ベ

ビ
ー
キ
ー
プ
と
は
。
ま
た
、

他
の
公
園
へ
設
置
す
る
予

定
は
あ
る
か
。

都
市
整
備
課
長　

個
室
の
壁

面
に
赤
ち
ゃ
ん
を
座
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
る
設
備
で
あ
る
。

　

鉄
道
公
園
に
は
既
に
設
置

し
て
お
り
、
今
後
は
他
の
公

園
等
に
も
設
置
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

出
産
・
子
育
て
世
代
を
応
援

改修予定の教室を現地観察

子育て世代を応援し出生数の増加を

子育て世代にやさしいトイレへ

小
学
校
長
寿
命
化
改
修

購
入
で
き
る
場
所
や
、

購
入
で
き
る
物
は
。

福
祉
課
長　

町
内
の
店
舗
の

み
利
用
で
き
る
。

　

全
て
の
ベ
ビ
ー
用
品
を
対

象
と
し
た
い
が
、
基
本
的
に

は
粉
ミ
ル
ク
、
お
し
り
ふ
き

が
メ
イ
ン
に
な
る
と
考
え
て

い
る
。

　

ま
た
、
利
用
者
の
使
い
勝

手
を
考
え
、
２
０
０
０
円
の

支
給
券
４
枚
を
配
布
予
定
で

あ
る
。

《
一
般
会
計
》
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教
員
の
兼
職
兼
業
と
い

う
部
分
は
ど
う
な
る
の
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　

兼
職
兼

業
は
基
本
的
に
な
く
す
こ
と

で
考
え
て
い
る
が
、
初
め
て

の
移
行
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

ス
ム
ー
ズ
に
移
行
す
る
た
め
、

一
部
兼
職
兼
業
し
て
い
た
だ

く
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

他
の
部
活
に
つ
い
て
は
令

和
８
年
度
以
降
、
順
次
移
行

し
た
い
が
、
顧
問
の
先
生
の

状
況
や
意
向
等
を
踏
ま
え
な

が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

具
体
的
な
内
容
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　

男
女
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
休
日
に
つ

い
て
移
行
し
て
い
く
。

　

地
域
の
民
間
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
へ
の
委
託
を
想
定
し
て

い
る
。

旧
丹
沢
湖
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
貸
付
料
の
詳
細
は
。

環
境
課
長　

民
間
事
業
者
に

貸
付
け
を
開
始
す
る
予
定
で
、

利
用
料
と
し
て
１
２
０
万
円

を
計
上
し
て
い
る
。

　

町
が
支
出
し
て
い
る
土
地

の
賃
借
料
や
保
険
料
な
ど
の

経
費
を
、
利
用
料
と
し
て
回

収
す
る
考
え
方
で
あ
る
。

業
務
委
託
の
詳
細
は
。

財
務
課
長　

町
で
所
有
し
て

い
る
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
、
町

内
団
体
等
の
利
用
申
請
に
基

づ
き
、
運
行
業
務
を
行
う
た

め
の
委
託
を
し
て
い
る
。

運
転
業
務
委
託
料
が
大

き
く
減
額
と
な
っ
た
が
、

そ
の
理
由
は
。

財
務
課
長　

令
和
７
年
度
下

半
期
以
降
、
登
録
の
あ
る
全

て
の
事
業
者
に
お
い
て
人
員

の
確
保
が
で
き
な
い
と
の
申

し
出
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
通

り
の
運
行
が
で
き
な
い
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
上
半

期
分
の
委
託
料
の
み
の
計
上

と
な
っ
て
い
る
。

利
用
者
へ
の
周
知
は
行
っ

た
か
。
利
用
者
の
利
便
性

等
も
考
慮
し
、
町
が
直
営

で
運
行
す
る
な
ど
代
替
え

案
に
つ
い
て
も
検
討
す
べ

き
で
は
。

財
務
課
長　

予
算
編
成
に
先

立
ち
、
事
業
者
か
ら
の
申
し

出
を
受
け
て
継
続
的
な
運
行

が
難
し
い
と
見
込
ま
れ
た
段

階
で
、
利
用
実
績
の
あ
る
団

体
等
に
情
報
提
供
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
町
直
営
も
含
め

て
、
検
討
し
て
い
く
。

旧
丹
沢
湖
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
利
活
用
開
始

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
有
効
活
用
を

練習に打ち込むソフトテニス部

いよいよ動き出すユーシン渓谷の玄関口

町所有のマイクロバスの利便性の向上を

部
活
動
地
域
移
行
始
ま
る

活
用
は
、
５
年
間
の
契

約
期
間
の
中
で
ど
の
よ
う

な
事
業
計
画
を
見
込
ん
で

い
る
か
。

環
境
課
長　

飲
料
の
保
管
を

す
る
と
い
う
形
で
活
用
す
る

予
定
で
あ
る
。

　

地
域
の
説
明
会
で
は
将
来

的
な
話
も
あ
っ
た
と
思
う
が
、

土
地
利
用
の
関
係
の
調
整
が

今
後
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
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セ
ル
フ
収
納
機
は
、
役

場
に
来
な
い
窓
口
で
は
な

く
、
町
民
が
来
庁
し
て
利

用
す
る
も
の
な
の
か
。

会
計
課
長　

納
付
書
を
現
金

で
納
め
た
い
と
い
う
方
が
利

用
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

町
税
に
つ
い
て
は
、
納
付

書
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
添
付
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
を
利
用
す

れ
ば
、
役
場
に
来
な
く
て
も

支
払
い
が
で
き
る
。

　

今
後
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
利

用
で
き
る
科
目
を
拡
大
す
る

検
討
を
し
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。Ｄ

Ｘ
推
進
に
あ
た
り
、

専
門
部
署
の
創
設
や
専
門

的
な
知
識
を
持
っ
た
人
材

を
活
用
す
る
べ
き
で
は
。

副
町
長　

更
に
Ｄ
Ｘ
を
推
進

し
て
い
く
た
め
に
、
人
材
交

流
や
令
和
７
年
度
中
に
組
織

体
制
の
見
直
し
を
検
討
し
、

今
後
は
全
体
で
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

セ
ル
フ
収
納
機
導
入
及

び
固
定
資
産
等
評
価
事
業

の
ク
ラ
ウ
ド
版
Ｇ
Ｉ
Ｓ
導

入
の
、
詳
細
な
説
明
を
。

町
民
税
務
課
長　

固
定
資
産

Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
つ
い
て
、
現
在
、

町
民
税
務
課
に
導
入
さ
れ
て

い
る
シ
ス
テ
ム
を
ク
ラ
ウ
ド

化
す
る
も
の
で
あ
る
。

会
計
課
長　

セ
ル
フ
収
納
機

は
、
支
払
に
来
ら
れ
た
方
が

納
付
書
の
セ
ッ
ト
か
ら
支
払

い
、
領
収
書
の
受
取
ま
で
ご

自
身
で
全
て
行
う
無
人
型
の

非
対
面
式
の
も
の
で
あ
る
。

使
用
料
が
令
和
7
年
度

は
昨
年
度
よ
り
８
０
０
万

円
増
額
し
て
い
る
が
、
そ

の
理
由
は
。

保
険
健
康
課
長　

利
用
人
数

は
土
日
利
用
の
増
加
も
あ
り
、

令
和
６
年
度
約
８
万
人
か
ら

令
和
７
年
度
８
万
３
０
０
０

人
と
見
込
み
、
さ
ら
に
料
金

改
定
に
よ
る
増
額
を
見
込
ん

で
い
る
。

剪
定
枝
回
収
の
試
験
実

施
と
は
。

環
境
課
長 

ご
み
処
理
広
域
化

が
開
始
さ
れ
る
ま
で
に
剪
定

枝
等
の
資
源
化
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
た
め
、
令
和
７

年
度
に
ま
ず
試
験
的
に
回
収

を
実
施
す
る
。

　

剪
定
枝
と
草
を
合
わ
せ
る

と
町
の
ご
み
全
体
の
１
割
程

度
と
な
り
、
草
が
繁
茂
す
る

時
期
に
合
わ
せ
て
回
収
し
て

資
源
化
を
し
て
い
き
た
い
。

回
収
の
方
法
や
、
資
源

化
の
内
容
は
。

環
境
課
長 

も
え
る
ご
み
は
通

常
、
足
柄
西
部
環
境
セ
ン
タ
ー

に
搬
入
し
て
い
る
が
、
剪
定

枝
や
草
に
つ
い
て
は
資
源
化

が
可
能
な
施
設
へ
の
搬
入
委

託
を
考
え
て
い
る
。

今
日
も
入
ろ
う  

さ
く
ら
の
湯

Ｄ
Ｘ
化
推
進
へ
の
第
一
歩

ご
み
処
理
広
域
化
を
見
据
え
て

町内外から人気のさくらの湯

剪定された枝や草を資源化へ

利
用
料
金
の
改
定
に
よ

る
増
収
を
見
込
む
中
で
、

収
支
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。 

保
険
健
康
課
長　

今
ま
で
財

務
課
が
一
括
し
て
行
っ
て
い

た
清
掃
業
務
委
託
が
令
和
７

年
度
か
ら
新
た
な
支
出
と
し

て
増
え
る
た
め
、
赤
字
の
拡

大
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
で

あ
る
。

　

今
後
の
改
定
は
慎
重
に
検

討
す
る
。

　

※
固
定
資
産
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理

　

情
報
シ
ス
テ
ム
）
と
は

　

ク
ラ
ウ
ド
化
す
る
こ
と
で
、

法
務
局
の
デ
ー
タ
を
随
時
取
得

で
き
、
土
地
の
異
動
等
に
つ
い

て
も
電
子
デ
ー
タ
上
で
管
理
で

き
る
。

　

庁
内
の
業
務
効
率
化
に
も
つ

な
が
る
。
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今
算
出
し
て
い
る
観
光

入
込
客
数
の
正
確
な
数
字

を
把
握
で
き
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。

商
工
観
光
課
長　

観
光
入
込

客
数
の
算
出
方
法
に
つ
い
て

は
、
今
後
ど
の
よ
う
な
手
法

が
妥
当
な
の
か
ど
う
か
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　

観
光
で
訪
れ
る
方
が
増
え

る
よ
う
、
ベ
ー
ス
と
な
る
プ

ラ
ン
を
策
定
し
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

観
光
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

策
定
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
は
。

商
工
観
光
課
長  
プ
ラ
ン
策
定

に
あ
た
り
、
外
部
の
方
を
交

え
た
審
議
会
を
想
定
し
て
お

り
、
２
か
年
で
進
め
る
。

　

令
和
７
年
度
に
予
定
し
て

い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、

観
光
に
お
け
る
本
町
の
強
み

や
弱
み
を
調
査
す
る
。

　

多
方
面
か
ら
意
見
聴
取
を

し
な
が
ら
策
定
し
て
い
く
。

令
和
６
年
度
に
税
率
を

改
定
し
た
ば
か
り
だ
が
、

予
算
額
は
前
年
度
と
比
べ

て
約
２
０
０
０
万
円
の
減

と
な
っ
て
い
る
。
要
因
は
。

保
険
健
康
課
長　

当
初
予
算
要

求
時
に
見
込
ん
だ
以
上
に
被

保
険
者
数
が
減
少
し
た
た
め

で
あ
る
。

令
和
７
年
度
か
ら
県
借

入
額
の
償
還
が
始
ま
る
。

財
政
健
全
化
や
黒
字
化
が

見
え
て
い
る
か
。

保
険
健
康
課
長　

シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
収
納
率
や
被
保

険
者
数
の
減
少
を
加
味
し
た
う

え
で
黒
字
化
を
想
定
し
て
い
る
。

　

更
な
る
被
保
険
者
の
減
少

や
、
感
染
症
等
の
流
行
な
ど

が
起
こ
ら
な
い
と
い
う
想
定

で
あ
れ
ば
、
黒
字
化
す
る
と

考
え
る
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
が
あ
る
こ
と
は
赤
字
運

営
な
の
で
は
な
い
か
。 

上
下
水
道
課
長　

令
和
６
年

度
に
お
い
て
は
、
当
初
予
算

と
３
月
補
正
予
算
の
下
水

道
使
用
料
の
差
が
大
き
く
約

１
０
０
０
万
円
の
減
額
と

な
っ
た
。

　

当
初
の
見
込
が
甘
か
っ
た

こ
と
は
反
省
し
て
い
る
。

本
来
、
下
水
道
事
業
は

使
用
料
で
運
営
を
し
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に

改
善
し
て
い
く
の
か
。

上
下
水
道
課
長　

水
道
事
業

と
同
様
に
物
価
高
の
影
響
を

受
け
、
大
変
厳
し
い
運
営
と

な
っ
て
い
る
。

　

下
水
道
運
営
審
議
会
で
は
、

約
12
％
程
度
の
改
定
率
で
急

激
な
負
担
増
と
な
ら
な
い
よ

う
数
回
に
分
け
て
使
用
料
を

見
直
す
必
要
が
あ
る
と
答
申

さ
れ
て
い
る
。

観光立町として明確な観光振興計画が必要

みんチャレアプリで健康増進を

新
た
な
観
光
振
興
計
画
を

下
水
道
事
業
も
赤
字
に

ど
う
な
る
？  

国
保
財
政

歳
出
抑
制
に
資
す
る
健

康
寿
命
延
伸
の
た
め
の
新

た
な
取
り
組
み
は
あ
る
か
。 

保
険
健
康
課
長　

令
和
７
年
度

の
新
規
事
業
と
し
て
、「
み
ん

チ
ャ
レ
」
ア
プ
リ
を
導
入
す

る
予
定
で
あ
る
。

　

効
果
は
長
い
目
で
見
る
必

要
が
あ
る
が
、
健
康
づ
く
り

の
定
着
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

一
人
で
健
康
づ
く
り
を
継

続
す
る
こ
と
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
が
、
仲
間
と
取
り
組
む

こ
と
で
継
続
し
や
す
く
な
る

こ
と
が
本
ア
プ
リ
の
特
徴
で

あ
る
。

 

《
特
別
会
計
》

※
「
み
ん
チ
ャ
レ
」
ア
プ
リ

　

と
は

　

５
人
１
組
で
チ
ー
ム
を
組
み
、

歩
数
目
標
を
立
て
、
メ
ン
バ
ー

で
励
ま
し
合
っ
て
継
続
し
て
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
む
ア
プ
リ

で
あ
る
。
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町営住宅に空室がなくなるような移住定住施策を

ふ
る
さ
と
納
税
大
幅
減
収

令和７年 第１回定例会【３月４日〜 13日】令和７年 第１回定例会【３月４日〜 13日】

条
例
改
正
に
よ
り
大
き

く
変
わ
る
ポ
イ
ン
ト
は
。

環
境
課
長　

法
改
正
で
、
認

定
空
家
の
前
の
段
階
の
管
理

不
全
空
家
に
対
し
て
も
法
的

効
力
が
あ
り
、
よ
り
空
家
の

適
正
管
理
に
つ
な
が
る
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　

今
後
、
町
内
の
空
家
に
つ

い
て
実
態
調
査
を
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

法
人
税
割
１
６
０
０
万

円
減
額
補
正
の
要
因
は
。

町
民
税
務
課
長　

当
初
、
近

隣
の
状
況
も
確
認
し
た
中
で

景
気
が
上
向
い
て
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
予
算
を
組
ん

だ
が
、
当
町
で
法
人
税
割
を

納
め
る
上
位
30
社
の
う
ち
軒

並
み
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
事

業
所
が
多
か
っ
た
た
め
、
減

額
補
正
と
な
っ
た
。

住
宅
使
用
料
減
額
の
要
因

と
現
状
は
。　
　
　
　
　
　

　

ま
た
、
転
居
先
の
町
内

割
合
は
。

定
住
対
策
課
長　

要
因
と
し

て
は
、
空
室
期
間
が
サ
ン
ラ

イ
ズ
山
北
が
22
ヵ
月
、
サ

ン
ラ
イ
ズ
東
山
北
が
13
ヵ
月

あ
っ
た
た
め
と
考
え
て
い
る
。

　

現
在
、
退
去
日
が
確
定
し

て
い
る
場
合
に
は
、
了
解
を

得
て
、
事
前
に
広
報
等
で
お

知
ら
せ
し
、
空
室
期
間
が
少

な
く
な
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

転
居
先
に
つ
い
て
は
、
町

内
外
の
割
合
は
半
々
ぐ
ら
い

と
な
っ
て
い
る
。

応
援
寄
付
金
１
億
５
０ 

０
０
万
円
減
額
補
正
の
要

因
は
。　
　
　
　
　
　
　
　

商
工
観
光
課
長　

様
々
な
要

因
が
あ
る
が
、
競
合
他
者
が

多
か
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

令
和
６
年
度
に
続
い
て

保
険
税
改
定
の
要
因
は
。

　

ま
た
、
今
後
の
国
保
改

定
の
見
通
し
は
。

保
険
健
康
課
長　

令
和
８
年

度
ま
で
の
３
年
間
で
資
産
割

の
廃
止
を
完
了
し
、
そ
れ
を

他
の
均
等
割
・
平
等
割
・
所

得
割
で
補
っ
て
い
く
予
定

だ
っ
た
が
、
被
保
険
者
数
が

想
定
よ
り
減
少
し
た
た
め
改

定
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

国
保
財
政
的
に
歳
入
を
増

や
す
し
か
な
い
が
、
歳
出
を

抑
え
る
の
に
健
康
づ
く
り
も

大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

毎
年
度
改
定
に
は
な
ら
な

い
が
、
令
和
18
年
度
の
県
内

統
一
ま
で
に
何
度
か
の
改
定

は
想
定
し
て
い
る
。

・条例改正 15 案件、廃止条例１案件、令和６年度補正予算４案件、令和７年度当初予算 11 案件、
   指定管理１案件、人事案件１案件、報告１案件、発議１案件の計 35 案件を審議しました。

・令和７年度当初予算 11 案件は予算特別委員会を設置し慎重審議を行いました。（P2 ～ P6）
・一般質問は５名が登壇し質問をしました。（P13 ～ P15）

空
家
の
適
正
管
理
に

新
た
な
条
例

法
人
税
減
額
へ

住
宅
使
用
料
を

増
や
す
た
め
に

こ
の
先
心
配

国
民
健
康
保
険
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ご
み
処
理
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
事
務
を
共
同
処
理

す
る
た
め
、
足
柄
上
衛
生
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
慎
重
に
審

議
さ
れ
た
。

　

６
名
の
議
員
が
賛
成
・
反
対
の
立
場
で
討
論
に
立
ち
、
賛
成
８

名
、
反
対
３
名
で
可
決
さ
れ
た
。

足
柄
上
衛
生
組
合
で
ご

み
処
理
広
域
化
の
事
務
を

共
同
処
理
す
る
経
緯
は
。

環
境
課
長　

ご
み
処
理
広
域

化
に
向
け
、
令
和
３
年
度
の

執
行
者
会
議
で
一
部
事
務
組

合
を
作
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、

令
和
５
年
11
月
に
、
足
柄
上

衛
生
組
合
の
事
務
範
囲
を
拡

大
す
る
こ
と
が
費
用
面
、
時

間
的
観
点
か
ら
、
有
効
で
あ

る
と
の
方
針
が
出
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
足
柄
上
衛
生
組

合
に
打
診
し
、
令
和
６
年
４

月
に
事
務
の
共
同
処
理
が
で

き
る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

ご
み
処
理
広
域
化
協
議

会
か
ら
、
足
柄
上
衛
生
組

合
に
事
務
を
移
行
し
、
今

後
ど
の
よ
う
に
対
応
を
し

て
い
く
の
か
。

環
境
課
長　

足
柄
上
衛
生
組

合
内
に
ご
み
処
理
広
域
化
の

担
当
課
を
新
設
し
進
め
て
い

く
が
、
組
織
体
制
な
ど
詳
細

に
つ
い
て
は
検
討
中
で
あ
る
。

な
ぜ
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
事
務
を
移
行
す
る
の
か
、

し
っ
か
り
と
説
明
し
住
民

に
理
解
を
得
な
が
ら
進
め

る
べ
き
で
は
。

環
境
課
長　

構
成
市
町
の
議

会
の
議
決
後
、
県
知
事
の
許

可
が
必
要
で
あ
る
。

　

新
設
へ
の
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
中
で
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に

な
っ
て
い
る
。

「１市５町の連携が不可欠」
　ごみ処理事業は町民サービスとして不可欠であり、公衆衛生の維持や環境負荷の低減に
寄与する。１市５町の広域化は財政負担の軽減にも重要であり、県西地域でも統合計画が
進行中である。
　本議案が否決されると、新可燃ごみ処理施設整備の遅れにより、本町を含む構成市町の
財政負担が増し、広域連携にも支障を来す恐れがある。
　本事業は本町単独で進めるものではなく、連携が不可欠である。事業費などを慎重に協
議しつつ、計画の具体化を進めていく必要がある。

「現施設の老朽化は深刻」
　南足柄市清掃工場や大井美化センターは 40 年以上、足柄西部環境センターも
30年以上が経過し老朽化が進行している。維持管理費の増加や故障リスクを考え
ると、新施設の整備は不可欠である。
　本議案は、足柄上衛生組合がごみ処理施設の設置・管理を共同で行うためのも
ので、否決されれば事業が遅延し、財政負担が増加するとともに、近隣市町との
連携にも悪影響を及ぼすのではないか。

和田 成功  議員

「事業の遅れは更なる費用増に」
　令和３年に策定されたごみ処理広域化の基本方針では、一部事務組合方式が適して
いると示され、令和６年には同組合が事業主体となることが確認された。
　この先、各市町の議決がなければ手続きが進まず、遅延や費用増大の恐れがある。
　ごみ処理に限らず広域連携は重要であり、代替案もないため反対は避けるべき
である。

瀬戸 恵津子  議員

大野 徹也  議員

賛成

賛成

賛成討
論

白
熱
白
熱

建設本格始動建設本格始動か？か？
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会
計
の
独
立
性
の
観
点

か
ら
、
新
た
な
一
部
事
務

組
合
を
作
る
べ
き
で
は
な

い
の
か
。

町
長　

以
前
か
ら
執
行
者
会

議
で
懸
念
を
伝
え
て
き
た
が
、

令
和
５
年
度
に
足
柄
上
衛
生

組
合
で
事
務
の
共
同
処
理
を

す
る
方
針
が
決
ま
っ
て
し

ま
っ
た
。

　

広
域
化
に
参
加
し
な
い
場

合
や
、
１
年
遅
れ
た
場
合
な

ど
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し

た
結
果
、
ベ
ス
ト
で
は
な
い

が
ベ
タ
ー
な
選
択
の
中
で
進

め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

今
後
、
足
柄
西
部
清
掃
組

合
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
考
え
て
い
き

た
い
。

住
民
説
明
会
に
よ
り
住

民
（
岸
地
区
）
の
理
解
が

進
ん
だ
と
の
説
明
が
あ
っ

た
が
、
も
う
少
し
時
間
を

か
け
町
民
の
理
解
が
得
ら

れ
る
よ
う
な
対
応
を
す
べ

き
だ
っ
た
と
思
う
が
。

副
町
長　

住
民
全
員
の
理
解

が
得
ら
れ
る
こ
と
が
良
い
が
、

５
回
の
住
民
説
明
会
で
、
概

ね
理
解
が
得
ら
れ
た
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　

今
後
、
町
民
の
声
を
聞
き

な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
課
題
等

に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
足

柄
上
衛
生
組
合
の
中
で
議
論

を
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

「まずは課題解決が優先」
　本議案は規約の一部改正ではあるが、「ごみ処理施設の設置及び管理に関するこ
と」の追加は、足柄上地区新可燃ごみ処理施設に関わる重要な決定を含んでいる。
　しかし、以下の課題が未解決のまま進めることに反対である。
　　1. 現在の広域化協議会から衛生組合へ移行するメリットが不明確
　　2. 事業費が最大 190 億円と高額で、市町の負担が不透明
　　3. 建設予定地周辺の交通安全対策が不十分
　　4. 町民負担（家庭ごみ有料化など）の影響が不明
町長も慎重な姿勢を示している。十分な説明と調査が必要と考える。

児玉 洋一  議員

反対反対

「住民や議会の声を軽視し過ぎ」
　本事業は住民の十分な理解を得ないまま進められ、説明会でも多くの反対意見が
あったにもかかわらず、住民の声が軽視されている。特に、以下の点が問題と考える。
　　1. 広域化のメリットが不明瞭で、人口規模的に効果が期待できない
　　2. 建設費 150 ～ 200 億円、維持管理費も不透明で、市町の負担が不明
　　3. 既存施設の運用計画が示されておらず、新たな負担が発生する可能性がある
　　4. 南足柄市に有利な計画で、地域全体の利益が見えない
　　5. 住民や議会の意見を無視し、十分な合意形成がなされていない
持続可能なごみ処理運営のためには、全体のビジョンを明確にする必要がある。

府川 輝夫  議員

反対反対

冨田 陽子  議員「納得がいく住民説明会の開催を」
　反対理由の第一は、住民の不安が払拭されていない点である。
　住民説明会は開催されたものの、納得のいく形ではなく、一方的に進行した印象が強いと
感じる。
　第二に、ごみ処理広域化の全体像が不透明な点である。
　令和 3年の基本方針では、不燃・粗大ごみ処理施設や資源化施設の方向性、統一ごみ袋の
導入についても令和 5年度までに決定するとされていたが、未だに明確になっていない。
　ごみ処理広域化や新施設建設の必要性は理解するが、計画が先行し全体像が不明確なまま進
められることに懸念を抱く。住民の意見をより積極的に取り入れる場を設けるべきではないか。

反対反対 討
論

白
熱
白
熱

令和７年  第１回臨時会令和７年  第１回臨時会（1 月 21 日）（1 月 21 日）

ごみ処理広域化施設ごみ処理広域化施設

事務の共同処理を行う
「足柄上衛生組合」
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第１回　臨時会（1 月 21 日）

件名 審議結果 件名 審議結果

足柄上衛生組合規約の変更
・足柄上衛生組合でごみ処理施設の設置及び管理に関

することを共同処理するため

可決
（賛成
 多数）

第 1 回　定例会（3 月４日～ 13 日）

件名 審議結果 件名 審議結果

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の
整理に関する条例の制定
・刑法等の一部を改正する法律等の施行に伴い、関係条

例を改正する必要が生じたため

可決

国民健康保険税条例の一部を改正する条例の一部
を改正する条例の制定
・令和 7 年度における山北町国民健康保険税の税

率及び税額を改定する必要が生じたことに伴い、
本条例を改正する必要が生じたため

可決

一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改
正する条例の制定
・令和 6 年の人事院勧告に基づき、特定任期付職員に

勤勉手当を支給し、業績手当を廃止するため

可決

空家等の適正管理に関する条例の一部を改正する条
例の制定
・空家等対策の推進に関する特別措置法の改正に

伴い、本条例を改正する必要が生じたため

可決

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正す
る条例の制定
・国家公務員における超過勤務の免除対象となる子の

範囲拡大及び仕事と介護の両立支援制度を利用しや
すい勤務環境の制度整備を踏まえ、職員においても
同様の措置を規定するため

可決
下水道条例の一部を改正する条例の制定
・国の標準下水道条例の改正に伴い、本条例を改

正する必要が生じたため
可決

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定
・令和 6 年の人事院勧告に基づき、給料表の改定、地

域手当、扶養手当等の諸手当の見直し等所要の措置
を講ずるため

可決

水道布設工事監督者の配置基準及び資格基準並び
に水道技術管理者の資格基準に関する条例の一部
を改正する条例の制定
・水道法施行令及び水道法施行規則の一部改正に

伴い、本条例を改正する必要が生じたため

可決

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条
例の制定
・特殊車両を運転した職員に支給していた特殊勤務手

当を廃止し、災害応急対応等の業務に従事した職員
に対して特殊勤務手当を支給するため

可決
消防団条例の一部を改正する条例の制定
・消防組織法の一部改正に伴い、本条例を改正す

る必要が生じたため
可決

会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例の制定
・職員に支給する手当の一部改定および令和 6 年の人

事院勧告に基づく職員の給与改定に伴い、本条例を
改正する必要が生じたため

可決

消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条
例の制定
・非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定め

る政令の一部改正に伴い、本条例を改正する必
要が生じたため

可決

町営住宅条例の一部を改正する条例の制定
・町営前耕地住宅の用途廃止に伴い、本条例を改正す

る必要が生じたため
可決

非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する
条例の一部を改正する条例の制定
・消防団員等公務災害補償等責任共済等に関する

法律施行令の一部改正及び刑法等の一部を改正
する法律の施行に伴い、本条例を改正する必要
が生じたため

可決

国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定
・地方税法施行令の改正に対応するため本条例を改正

する必要が生じたため
可決

土砂等による土地の埋立て等の規制に関する条例
の廃止
・宅地造成及び特定盛土等規制法の施行に伴い、

本条例を廃止する必要が生じたため

可決

議案等審議の結果
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件名 審議結果 件名 審議結果

令和６年度一般会計補正予算第８号
・歳入歳出総額から 3,200 万円を減額し、歳入歳出

予算総額を、それぞれ 61 億 8,530 万円とする
可決

令和７年度三保財産区特別会計予算
・歳入歳出予算の総額はそれぞれ 634 万円と定め

る
可決

令和６年度国民健康保険事業特別会計補正予算第４号
・歳入歳出予算の補正、地方債の起債 可決

令和７年度介護保険事業特別会計予算
・歳入歳出予算の総額はそれぞれ 13 億 732 万円

とする
可決

令和６年度介護保険事業特別会計補正予算第４号
・歳入歳出予算それぞれ 4,153 万円追加し歳入歳出

予算総額を 13 億 2,853 万円とする
可決 令和７年度商品券特別会計予算

・歳入歳出予算の総額はそれぞれ 833 万円と定める 可決

令和６年度下水道事業会計補正予算第２号
・予定額 9,546 万円を 9,193 万円に改める 可決

令和７年度水道事業会計予算
・予算の総額を３億 5,349 万円とする（給水戸数

4,376 戸）
可決

令和７年度一般会計予算
・歳入歳出予算の総額はそれぞれ 56 億 2,800 万円と

定める
可決

令和７年度下水道事業会計予算
・予算の総額を６億 2,863 万円とする（排水戸数

3100 戸）
可決

令和７年度国民健康保険事業特別会計予算
・歳入歳出予算の総額はそれぞれ 13 億 4,848 万円と

する
可決

指定管理者（非公募施設）の指定について
・町立中川温泉ぶなの湯の指定管理者を指定指定

管理者となる団体の名称　山北町観光協会
可決

令和７年度後期高齢者医療特別会計予算
・歳入歳出予算の総額はそれぞれ２億 4,788 万円と

定める
可決

固定資産評価審査委員会委員の選任
・地方税法第 423 条第３項により同意を求めるも

の岩本公良氏
可決

令和７年度町設置型浄化槽事業特別会計予算
・歳入歳出予算の総額はそれぞれ 1,138 万円と定める 可決

議会議員政治倫理条例の一部を改正する条例の制定
・地方自治法の一部改正により、議員に係る請負

に関する規制の明確化及び緩和がなされたこと
に伴い、本条例を改正する条例が生じたため提
案するもの

可決

令和７年度山北財産区特別会計予算
・歳入歳出予算の総額はそれぞれ 571 万円と定める 可決

令和７年度土地開発公社事業計画及び予算
・山北町土地開発公社理事会において承認された

事業計画及び予算の報告

報告
のみ

令和７年度共和財産区特別会計予算
・歳入歳出予算の総額はそれぞれ 7,657 万円と定める 可決

☆賛成反対があった議案（第 1 回臨時会）
和

田

成

功

池

谷

仁

宏

瀬

戸

伸

二

高

橋

純

子

瀬
戸
恵
津
子

大

野

徹

也

冨

田

陽

子

府

川

輝

夫

熊

澤

友

子

遠

藤

和

秀

児

玉

洋

一
足柄上衛生組合規約の変更について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 ●

※〇は賛成、●は反対を表しています。石田照子議長は採決には加わりません。

議員名（議席順）

議案件名
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５
月
９
日
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
議
会
議
員
任
期
４
年
の
う
ち
、

　

５
月
９
日
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
議
会
議
員
任
期
４
年
の
う
ち
、

後
半
２
年
間
の
新
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。

後
半
２
年
間
の
新
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

瀬
戸
恵
津
子
議
長
、
和
田
成
功
副
議
長
他
、
各
常
任
委
員
会
の
構

　

瀬
戸
恵
津
子
議
長
、
和
田
成
功
副
議
長
他
、
各
常
任
委
員
会
の
構

成
も
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

成
も
新
し
く
な
り
ま
し
た
。瀬戸 恵津子  議長

池谷 仁宏池谷 仁宏
委員長委員長

児玉 洋一児玉 洋一
委員長委員長

瀬戸 伸二瀬戸 伸二
副委員長副委員長

高橋 純子高橋 純子
副委員長副委員長

和田 成功和田 成功
委員委員

冨田 陽子冨田 陽子
委員委員

大野 徹也大野 徹也
委員委員

熊澤 友子熊澤 友子
委員委員

石田 照子石田 照子
委員委員

府川 輝夫府川 輝夫
委員委員

遠藤 和秀遠藤 和秀
委員委員

瀬戸 恵津子瀬戸 恵津子
委員委員

和田 成功  副議長

西丹沢の山々が緑深く、さわやかな季節とな
りました。 

去る５月９日の臨時議会において、37 代議
⾧に選出され、改めて責務の重さに身が引き締
まる思いです。 町民の方々に信頼される議会
運営に向けて、「議会の見える化」 「議員の資質
向上」「議会活動・委員会活動の活性化」をさ
らに進めてまいります。多様なニーズに応え、
町民福祉の向上に努め、執行機関と力を合わせ
て町の課題に取り組む所存であります。

今後とも、町民の皆様のご理解とご協力をお願
い申し上げて就任の挨拶とさせていただきます。

このたび、副議長に就任いたしました和田成
功でございます。

身に余る重責を担うこととなり、身の引き締
まる思いでございます。微力ではございますが、
議長を補佐し、円滑かつ公正な議会運営に誠心
誠意努めてまいる所存であります。

また、議会が町民の皆様の負託に的確に応え
られるよう、全議員と連携し、建設的な議論と
調和の取れた議会活動の推進に力を尽くしてま
いります。

今後とも変わらぬご指導とご鞭
べんたつ

撻を賜ります
よう、よろしくお願い申し上げます。

任期 4 年の折り返し任期 4 年の折り返し

新体制新体制ででスタート！スタート！
総
務
環
境
常
任
委
員
会

福
祉
教
育
常
任
委
員
会

監
査
委
員

監
査
委
員

広
報
広
聴
委
員
会

広
報
広
聴
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

大
野
大
野  

徹
也
徹
也  

委
員
長

委
員
長

児
玉
児
玉  

洋
一
洋
一  

副
委
員
長

副
委
員
長

池
谷
池
谷  

仁
宏
仁
宏  

委
員
委
員

高
橋
高
橋  

純
子
純
子  

委
員
委
員

熊
澤
熊
澤  

友
子
友
子  

委
員
委
員

遠
藤
遠
藤  

和
秀
和
秀  

委
員
委
員

石
田
石
田  

照
子
照
子  

委
員
委
員

高
橋
高
橋  

純
子
純
子  

委
員
長

委
員
長

冨
田
冨
田  

陽
子
陽
子  

副
委
員
長

副
委
員
長

和
田
和
田  

成
功
成
功  

委
員
委
員

池
谷
池
谷  

仁
宏
仁
宏  

委
員
委
員

瀬
戸
瀬
戸  

伸
二
伸
二  

委
員
委
員

石
田
石
田  

照
子
照
子  

委
員
委
員

大
野
大
野  

徹
也
徹
也  

委
員
委
員

府
川
府
川  

輝
夫
輝
夫  

委
員
委
員

熊
澤
熊
澤  

友
子
友
子  

委
員
委
員

遠
藤
遠
藤  

和
秀
和
秀  

委
員
委
員

児
玉
児
玉  

洋
一
洋
一  

委
員
委
員
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福
祉
関
連
事
業
所
が

策
定
し
て
い
る
事
業
継
続

計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
※
を
も

と
に
し
た
連
携
体
制
の
状

況
は
。

答　

町
が
直
接
的
に
介
入
す

る
こ
と
は
困
難
だ
が
、
事
業

継
続
計
画
に
お
け
る
町
の
役

割
を
踏
ま
え
、
今
後
も
各
事

業
所
へ
の
支
援
・
連
携
に
努

め
て
い
く
。

　
平
時
の
備
え
と
し
て
、

住
民
一
人
ひ
と
り
の
意
識

と
行
動
を
高
め
る
た
め
の

取
組
み
を
ど
の
よ
う
に
活

性
化
し
て
い
く
の
か
。

答　

町
と
自
主
防
災
組
織
、

民
生
委
員
等
が
連
携
し
、
地

域
全
体
で
防
災
の
意
識
と
行

動
力
を
高
め
る
た
め
の
啓
発

を
は
じ
め
、
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
の
活
用
や
総
合
防
災
訓
練

な
ど
の
活
動
の
継
続
、
充
実

を
図
る
。

　

福
祉
課
題
の
解
決
に

向
け
、
行
政
と
地
域
全
体

が
ど
の
よ
う
に
連
携
を
強

化
し
て
い
く
の
か
。

答　

福
祉
課
題
に
は
「
災
害

ケ
ー
ス
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
※
」

と
い
う
考
え
方
を
主
眼
と
し

て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

　

避
難
行
動
要
支
援
者
の
情

報
共
有
や
個
別
避
難
計
画
の

策
定
を
進
め
、
地
域
と
協
力

し
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
く
。

防災と福祉の連携で
災害に強いまちづくりを

「自分の命は自分で守る」「自分の命は自分で守る」
ための防災教育の充実ための防災教育の充実
を図るを図る

動画はこちら

４番 高橋 純子  議員４番 高橋 純子  議員

答

答

答

  

ふ
る
さ
と
納
税
へ
の

取
組
み
状
況
は
。
ま
た
、

成
果
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
の
か
。

答　

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
等
11
ヵ

所
で
受
付
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
中
間
事
業
者
２
社

に
委
託
し
、
サ
イ
ト
の
運
営
管

理
や
、
返
礼
品
の
開
拓
や
開

発
を
行
い
、
体
験
型
サ
ー
ビ

ス
等
現
在
ま
で
に
約
２
７
０

品
ま
で
増
や
せ
た
。
返
礼
品

の
訴
求
力
向
上
と
町
の
魅
力

発
信
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

財
源
確
保
や
将
来
を

見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
に

政
策
面
も
考
慮
し
た
上
で
、

積
極
的
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
、
今
後

の
予
定
は
。

答　

宿
泊
や
観
光
を
目
的
に

訪
れ
た
方
を
対
象
に
「
現
地

決
済
型
」
の
ふ
る
さ
と
納
税

の
活
用
や
、
新
た
な
サ
イ
ト

で
寄
付
の
受
付
も
し
て
い
く
。

　

今
後
は
、
事
業
実
施
に
お

け
る
財
源
確
保
と
い
う
観
点

か
ら
、
総
合
計
画
に
も
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
制
度
活

用
に
つ
い
て
、
事
業
の
目
的

や
期
待
す
る
効
果
等
を
慎
重

に
精
査
し
な
が
ら
、
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

問

問

答

答

更なるふるさと納税への
取組みを

庁内全体で庁内全体で
取り組んでいく取り組んでいく

動画はこちら

答

答

１番 和田 成功  議員１番 和田 成功  議員

原稿は、質問者本人が作成しています。

※
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

と
は
、
災
害
時
に
も
業
務
停
止

を
防
ぎ
、
迅
速
復
旧
を
め
ざ
す

計
画
。

※
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
と
は
、
災
害
時
に
被
災
者
の

生
活
再
建
を
支
援
す
る
個
別
支

援
の
仕
組
み
。

問

問

問

問

返礼品に向けて動き始めた山北のお峰入り
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酒
匂
川
左
岸
側
の
道

路
整
備
の
、
進
捗
状
況
は
。

答　

現
在
、
県
と
河
川
法
に

基
づ
く
許
可
取
得
に
向
け
た

協
議
を
進
め
る
と
と
も
に
、

松
田
町
と
接
続
箇
所
の
調
整

を
行
っ
て
い
る
。

　

脱
炭
素
社
会
に
向
け

た
町
の
取
組
み
状
況
は
。

答　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
小

水
力
発
電
設
備
を
整
備
し
た
。

　

今
後
も
第
３
次
環
境
基
本

計
画
に
基
づ
き
、
脱
炭
素
社

会
の
実
現
に
向
け
て
民
間
活

力
も
視
野
に
検
討
し
て
い
く
。

　

総
合
計
画
の
進
捗
管

理
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

答　

各
課
に
お
い
て
作
成
し

た
評
価
検
証
シ
ー
ト
に
よ
り
、

総
合
計
画
策
定
推
進
会
議
で

内
部
評
価
を
実
施
し
て
い
く
。

　

検
証
結
果
は
、
町
民
を
は

じ
め
広
く
公
表
し
て
い
く
。

第６次総合計画の
実現に向けて

実効性のある取組みを実効性のある取組みを
実施していく実施していく

10番 遠藤 和秀  議員10番 遠藤 和秀  議員

動画はこちら

答答

答

　

東
山
北
１
０
０
０
計

画
に
示
さ
れ
て
い
る
「
み

ず
か
み
テ
ラ
ス
」
近
隣
土

地
利
用
計
画
の
、
進
捗
状

況
は
。

答　

向
原
保
育
園
の
移
転
や

道
路
整
備
を
含
め
た
土
地
利

用
計
画
策
定
に
向
け
て
、
他

の
自
治
体
の
行
っ
て
い
る
先

進
事
例
を
参
考
に
土
地
利
用

計
画
な
ど
に
つ
い
て
、
経
過

は
随
時
水
上
地
区
土
地
利
用

研
究
会
と
情
報
共
有
を
図
っ

て
い
く
。

問

答

答

原稿は、質問者本人が作成しています。

　

大
規
模
避
難
所
の
上

下
水
道
の
機
能
停
止
で
衛

生
的
環
境
の
悪
化
に
備
え

た
防
災
施
策
は
。

答　

上
水
道
の
断
水
時
は
、

給
水
車
両
・
非
常
用
給
水
袋

を
活
用
し
初
動
対
応
に
あ
た

る
ほ
か
、
連
合
自
治
会
に
は

簡
易
水
槽
も
配
備
し
て
い
る
。

　

避
難
所
の
質
向
上
を
図
る

た
め
備
蓄
し
て
い
る
簡
易
ト

イ
レ
の
ほ
か
、
衛
生
的
に
使

用
で
き
る
ラ
ッ
プ
ポ
ン
ト
イ

レ
※
を
購
入
す
る
。

　

消
防
力
強
化
と
し
て
、

消
防
水
利
増
設
で
強
化
す
る

と
い
う
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

答　

消
火
栓
や
防
火
水
槽
の

維
持
管
理
と
整
備
を
推
進
し

て
い
る
。

　

消
火
栓
以
外
の
消
防
水
利

が
不
足
し
て
い
る
地
域
も
あ

る
が
、
整
備
計
画
で
優
先
順

位
を
設
け
、
不
足
す
る
地
域

の
消
防
水
利
を
強
化
す
る
。

　

防
火
水
槽
の
設
置
な
ど
、

地
域
の
要
望
に
は
素
早
く
対

応
し
た
い
。

　

独
居
高
齢
者
が
安
全

安
心
に
暮
ら
せ
る
地
域
の

安
全
対
策
と
し
て
、
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
事
業
の
進
捗

状
況
は
。

答　

令
和
６
年
度
で
計
56
台

を
公
共
施
設
や
公
園
に
設
置

し
て
い
る
。

　

松
田
警
察
署
と
の
連
携
を

深
め
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

を
は
じ
め
防
犯
対
策
を
引
き

続
き
推
進
す
る
。

1.  防災施策の充実を図り
　  安全安心なまちづくりを
２. 独居高齢者の安全安心な暮らしは

１.  防災設備の充実を図る１.  防災設備の充実を図る
２. 公共施設の防犯カメラの２. 公共施設の防犯カメラの
　  設置を推進する　  設置を推進する

動画はこちら

6 番 大野 徹也  議員6 番 大野 徹也  議員

答

答

答

問

答

問

問問

問

問

問

問

パークゴルフ場横の小水力発電所

※
ラ
ッ
プ
ポ
ン
ト
イ
レ
と
は
、

水
を
使
わ
ず
、
熱
圧
着
に
よ
っ

て
排
泄
物
を
１
回
毎
に
ラ
ッ
プ

し
て
密
封
す
る
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト

イ
レ
。
臭
い
や
微
生
物
を
密
封

し
感
染
症
の
二
次
感
染
予
防
に

も
利
用
さ
れ
て
い
る
簡
易
ト
イ

レ
。
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第
６
次
総
合
計
画
で

は
、「
町
に
重
大
な
影
響
を

及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
災
害

に
適
切
な
準
備
と
危
機
管

理
対
策
を
継
続
す
る
必
要

が
あ
る
」
と
あ
る
が
、
具

体
的
な
対
策
は
。

　

埼
玉
県
八
潮
市
で
起

き
た
道
路
陥
没
事
故
は
、

ど
の
自
治
体
で
も
起
こ
り

う
る
災
害
で
あ
る
。　
　

　

当
町
で
は
ど
の
様
な
対

策
を
し
て
い
る
か
。

答　

下
水
道
法
に
お
い
て
、

５
年
に
１
回
以
上
の
点
検
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
管
路
４
箇
所
の
法

定
点
検
の
実
施
、
そ
れ
以
外

は
古
い
管
路
や
主
要
道
路
等

埋
設
さ
れ
て
い
る
管
路
か
ら

計
画
的
に
点
検
を
実
施
す
る
。

　
　

令
和
５
年
６
月
に
「
富

士
山
火
山
災
害
対
策
計
画
」

を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
県

と
連
携
し
て
広
域
避
難
な
ど

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

　

国
民
保
護
事
態
に
関
し
て

は
、
国
か
ら
情
報
を
集
約
し

な
が
ら
、
科
学
技
術
の
進
歩

に
合
致
し
た
避
難
情
報
な
ど

伝
達
体
制
を
維
持
す
る
こ
と

が
危
機
管
理
対
策
の
継
続
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。

大災害についてシミュレー大災害についてシミュレー
ションできたらよいと考えるションできたらよいと考える

３番 瀬戸 伸二  議員３番 瀬戸 伸二  議員

動画はこちら

答

答

災害への備えは万全か問

答

問

新しい山北のマンホール

新東名工事現場視察 2025.3.21

　
令
和
９
年
に
開
通
を
予
定
し

て
い
る
新
東
名
高
速
道
路
河
内

川
橋
工
事
現
場
を
視
察
し
て
き

ま
し
た
。

　

丹
沢
山
地
の
急
峻
な
地
形

に
架
か
る
町
の
新
た
な
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
は
、
長
さ
７
７
１
ｍ
、

川
面
か
ら
の
高
さ
約
１
２
５
ｍ
、

ア
ー
チ
を
作
る
最
大
支
間
長

２
２
０
ｍ
と
日
本
最
大
級
の
複

合
型
バ
ラ
ン
ス
ド
ア
ー
チ
橋
と

な
り
ま
す
。

　
開
通
が
待
ち
遠
し
く
も
あ
り

ま
す
が
、
ま
ず
は
安
全
第
一
に

工
事
を
進
め
、
山
北
ス
マ
ー
ト

IC
を
拠
点
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

は
早
期
に
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

注
）
IC
・
構
造
物
名
称
は
全
て
仮
称

日
本
最大

級の
バラン

スドアーチ橋

日
本
最大

級の
バラン

スドアーチ橋
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次回開催次回開催　　未定未定
詳細は、後日お知らせします。詳細は、後日お知らせします。

4/20  清水地区 清水支所

2/20  三保地区　信玄館

出席議員：石田議長、児玉、大野
◆ 道の駅がリニューアルされるが、スマート IC 玄関

口があの程度では機能しないのではないか。

◆ スマート IC 開通を見据えた「観光マスタープラン」
作成に 650 万円。誰が、いつから、どのようなプラ
ンを作成しようとしているのか。

◆ 清水地区では「清水あり方研究会」で既に具体的な
プランを提案しているが町からは音沙汰がない。

◆ 清水橋の２車線化など交通渋滞対策を早急に。開通
したら大変なことになる。

◆ 田畑のシカ・サル被害が深刻。範囲を決めてしっか
り対策を。サルは調査だけではなく追い払いをお願
いしたい。役場職員はもっと農家に直接ヒアリング
をし、真剣に考えてほしい。

◆ 町はすぐに「お金がないからできない」と言う。もっ
と町民が希望を持てる夢のある事業や前向きなプラ
ンを示してほしい。

出席議員：児玉、池谷、瀬戸伸、瀬戸恵、府川、熊澤
◆ スマート IC 開通後、トップシーズンの三保地区に

訪れる観光客は間違いなくキャパオーバーとなる。
　県道 76 号線（中川～箒沢間）の早期拡張を含め、

一刻も早く交通渋滞や駐車場対策を講じるべき。

◆ 観光立町を謳っているのであれば、もっと観光客か
らお金を生み出す仕組みを考える必要がある。

◆ 丹沢湖周辺のトイレが汚いし、未だに和式トイレで
ある。使い方を知らない若者も増えている。

◆ デマンドバスの本運行はいつから始まるのか。
　 試行運転だけで検証結果のアナウンスがない。

◆ 子どもが高校へ通うと、結局親の送迎が始まる。ス
クールバス利用範囲（利用者・エリア）の拡大を。

　今回は 2/20（木）三保地区、4/20（日）清水地　今回は 2/20（木）三保地区、4/20（日）清水地
区で「おしゃべり Cafe」を開催しました。区で「おしゃべり Cafe」を開催しました。
　新東名高速道路スマート IC 開設を見据えた土地利　新東名高速道路スマート IC 開設を見据えた土地利
用や観光振興について、地域の貴重な声を伺えました。用や観光振興について、地域の貴重な声を伺えました。

№№ 220議会220議会ののおとおと

広報モニターアンケート広報モニターアンケート
　モニターアンケートの集計結
果は、ホームページから確認で
きます。

当日の様子などを
記載した「おしゃ
べり Cafe 通信」は
ホームページでご
覧いただけます。
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子
育
て
世
代
向
け
の
情
報
ペ
ー
ジ
が
良
い

高
校
生
と
の
意
見
交
換
の
機
会
は
も
っ
と
作
る
べ
き

子
ど
も
に
も
わ
か
る
広
報
誌
が
あ
る
と
い
い

町
の
魅
力
を
伝
え
る
紹
介
ペ
ー
ジ
が
欲
し
い
（
歴
史
・
林
業
・
農
業
・
移
住
な
ど
）

自
治
会
行
事
に
若
い
世
代
が
参
加
し
づ
ら
い
現
状
に
つ
い
て
考
え
る
場
を

地
元
事
業
者
を
応
援
で
き
る
広
報
紙
で
あ
る
こ
と
は
と
て
も
良
い

「議会のおと」「議会のおと」ののご意見番ご意見番

議会広報モニター 意見交換会
令和 7 年 2 月 25 日、お世話になっている広報モニターの皆さんと意見交換会を開催しました。令和 7 年 2 月 25 日、お世話になっている広報モニターの皆さんと意見交換会を開催しました。
今年度の広報モニターは 10 名。今回は午前・午後に分けて 7 名の方が参加してくださいました。今年度の広報モニターは 10 名。今回は午前・午後に分けて 7 名の方が参加してくださいました。
普段は紙面を通じたやり取りですが、直接お話を伺うことで新たな気づきや意見を聞く貴重な機会と普段は紙面を通じたやり取りですが、直接お話を伺うことで新たな気づきや意見を聞く貴重な機会と
なりました。なりました。

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　

広
報
モ
ニ
タ
ー
を
務
め
て

い
た
だ
い
た
小
田
勝
美
様
が

令
和
６
年
12
月
に
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

こんな「特集」やってみたら？
◆ 山北はカフェのまち「町内カフェ巡り」
◆ 流鏑馬、百万遍念仏、お峰入り…「伝統文化の継承特集」
◆ 雑学、方言、おばあちゃんの知恵袋…「山北町の昔話」
◆ 林業・農業の現場の声を（例：とれたて山ちゃん、森林組合など）
◆ 普段はこんなことやってます「議会議員の裏の顔」
◆ 突撃！取材班などの「まちかどレポート」
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山北町山北町のの農業農業をを    支支えるえる人人たちたち

とれたて新鮮野菜が並ぶ
とれたて新鮮野菜が並ぶ

野菜を販売するだけではなくお客様野菜を販売するだけではなくお客様
とふれあい、会話することでやりがとふれあい、会話することでやりが
いを感じるんですいを感じるんです

組合長 清水正己さん組合長 清水正己さん

正組合員、準組合員合計 53 名の
組合員で運営している（R7.4 現在）

お
か
げ
さ
ま
で

お
か
げ
さ
ま
で2222

周
年
周
年

―
開
業
の
経
緯
は

　

こ
れ
ま
で
町
内
に
は
個
人
で
農
業

に
携
わ
る
人
は
多
く
い
た
も
の
の
、

直
売
所
が
少
な
か
っ
た
。

　

県
や
町
が
勧
め
る
農
業
活
性
化
の

取
組
み
の
一
環
と
し
て
、
町
が
農
産

物
直
売
所
を
建
設
。
町
内
農
業
従
事

者
が
集
い
、
組
合
を
作
り
「
山
北
ふ

る
さ
と
直
売
加
工
組
合
」
と
し
て
管

理
運
営
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

平
成
15
年
４
月
開
業
以
来
、
今
年

で
22
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

―
ど
ん
な
商
品
を
販
売
し
て

―
ど
ん
な
商
品
を
販
売
し
て

　
い
ま
す
か

　
い
ま
す
か

　

生
産
者
名
を
明
記
し
た
地
元

の
新
鮮
な
朝
採
れ
野
菜
は
も
ち
ろ

ん
、
果
実
、
山
菜
、
そ
れ
ら
を
使
っ

た
加
工
品
や
手
作
り
工
芸
品
な
ど

幅
広
い
商
品
を
揃
え
て
い
る
。

　

隣
接
し
た
加
工
所
で
は
、
手
作

り
味
噌
や
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
な

ど
を
し
て
い
る
。
今
後
、
町
内
外

の
方
に
体
験
会
な
ど
を
開
催
し

山
北
の
農
産
物
を
外
部
に
発
信

し
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
体
験
型
商

品
に
も
貢
献
で
き
た
ら
う
れ
し

い
。

販売所と加工所が
併設している

販売所と加工所が
併設している

強みを生かす取組
み

強みを生かす取組
み

―
議
会
や
行
政
に　
　

―
議
会
や
行
政
に　
　

　
ひ
と
こ
と

　
ひ
と
こ
と

　

農
家
も
高
齢
化
が
進
み
、

耕
作
放
棄
地
も
目
立
つ
。

　

せ
っ
か
く
育
て
た
農
作

物
も
鳥
獣
被
害
は
今
な
お

深
刻
。

　

そ
の
せ
い
で
や
る
気
を

な
く
し
農
業
か
ら
離
れ
る

人
も
少
な
く
な
い
。

　

行
政
に
は
、
電
気
柵
だ

け
で
は
な
く
、
す
べ
て
の

被
害
対
策
に
充
分
な
補
助

を
お
願
い
し
た
い
。

　

ま
た
、
耕
作
放
棄
地
を

移
住
者
が
借
り
や
す
く
な

る
仕
組
み
な
ど
、
現
行
制

度
の
規
制
緩
和
も
必
要
で

は
な
い
か
。

鳥獣被害は落ち込むけれど鳥獣被害は落ち込むけれど
何度でも立ち上がる何度でも立ち上がる

お
客
様
と
の
ふ
れ
あ
い
が
や
り
が
い
に

お
客
様
と
の
ふ
れ
あ
い
が
や
り
が
い
に
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「とれ
たて山

ちゃん
」で聞い

てみた

特集

山北町山北町のの農業農業をを    支支えるえる人人たちたち

甘夏ピールを加工中の「山ちゃんガールズ」甘夏ピールを加工中の「山ちゃんガールズ」

取材にご協力いただいた役員の皆さま取材にご協力いただいた役員の皆さま

加
工
部
の
作
る

加
工
部
の
作
る

手
作
り
商
品
も
大
人
気

手
作
り
商
品
も
大
人
気

今
日
も
良
い
味

今
日
も
良
い
味

出
し
て
ま
す

出
し
て
ま
す

の
ど
ご
し
ツ
ル
ッ
と

の
ど
ご
し
ツ
ル
ッ
と

刺
身
こ
ん
に
ゃ
く
は
抜
群

刺
身
こ
ん
に
ゃ
く
は
抜
群

普
段
の
料
理
を

普
段
の
料
理
を

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

苦
み
と
甘
み
が

苦
み
と
甘
み
が

絶
妙
の
バ
ラ
ン
ス

絶
妙
の
バ
ラ
ン
ス

　

取
材
当
日
は
加
工
部
の
み
な

さ
ん
が
「
甘
夏
ピ
ー
ル
」
の
作

業
中
。

　

慣
れ
た
手
つ
き
で
甘
夏
の
皮

を
剥
き
、
わ
き
あ
い
あ
い
と
作

業
が
進
む
。

　

農
作
物
を
育
て
、
販
売
所
に

持
ち
込
み
、
レ
ジ
を
打
つ
だ
け
で

な
く
、仲
間
で
知
恵
を
出
し
合
い
、

商
品
を
開
発
し
、
加
工
も
一
緒
に
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
作
業
を
通

じ
て
自
然
と
笑
顔
が
生
ま
れ

る
。
ま
さ
に
「
農
業
＝
健
康
」

が
と
れ
た
て
山
ち
ゃ
ん
で
見
る

こ
と
が
で
き
た
。

カ イ の ミ カ タギ

山北町ふるさと直販加工組合
とれたて山ちゃん

　　　　  TEL/FAX：0465（75）3026
　　　　　営業時間 9：00 ～ 16：00
　　　　　定休日 月曜・木曜

SNSでもSNSでも
発信中発信中

売れ筋商品 ピックアップ売れ筋商品 ピックアップ
加工部自慢の手作り加工部自慢の手作り

甘夏ピール甘夏ピール手作りコンニャク手作りコンニャク

山ちゃん味噌
山ちゃん味噌 柚子こしょう柚子こしょう



※
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
と
は
、
ア
ウ
ト
ド
ア
製
品
の
製
造
・
販
売
、
ア
ウ
ト
ド
ア
事
業
を
展
開

　

す
る
会
社
。

ア
ル
ベ
ロ
デ
ィ
コ
ッ
コ
：
フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
の
為
予
約
制
と
な
り
ま
す
。

少
量
な
ら
当
日
で
も
可
で
す
。
お
気
軽
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

（
０
７
０
―
８
３
３
５
―
７
９
８
９
）

議
会
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
生
き
抜

く
町
内
事
業
者
や
様
々
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
の
家
族
写
真
を
表
紙
の
テ
ー

マ
と
し
て
い
ま
す
。

表紙表紙
テーマテーマ 活

き
い
き
ひ
ろ
ば

ま
さ
か
自
分
が
お
弁
当
屋
に
⁉

岸
地
区
在
住
　
奥
田
　
真
大
さ
ん

　

移
住
前
は
、
六
本
木
や
横
浜
の
フ
レ
ン

チ
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
修
業
を
し
た
の

ち
、
知
人
の
紹
介
で
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
（
※
）

の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
初
代
料
理
長
に
な
り
早

朝
か
ら
深
夜
ま
で
働
き
、
子
ど
も
と
会
え

な
い
日
々
が
続
き
、
家
族
と
の
時
間
を
大

切
に
し
た
く
て
山
北
へ
移
住
。

　

自
然
の
中
で
の
暮
ら
し
を
夢
見
て
い
た
も
の
の
、
移
住
直
後
に
コ
ロ
ナ

に
よ
る
緊
急
事
態
と
な
り
、
小
田
原
で
進
め
て
い
た
ビ
ス
ト
ロ
の
お
店
の

計
画
が
白
紙
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
諦
め
き
れ
ず
、
自
宅
横
に
厨
房
を
作
り
お
弁
当
屋
を
開
業
し

ま
し
た
。

　

弁
当
は
未
経
験
か
ら
の
挑
戦
で
し
た
が
、
今
で
は
家
族
と
過
ご
す
時
間

と
、
た
ま
に
や
っ
ち
ゃ
う
明
る
い
う
ち
の
ビ
ー
ル
に
幸
せ
を
感
じ
る
日
々

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

移
住
を
支
え
て
く
れ
た
皆
さ
ん
と
家
族
に
感
謝
し
な
が
ら
、
今
日
も
元

気
に
営
業
中
で
す
！

編集委員の編集委員の

66月月99日（月）～日（月）～
庁舎内テレビでも放映しています

議会事務局

お問い合わせ

第２回定例会（予定）

75–3653

議会の傍聴においでください議会の傍聴においでください

編
集
メ
ン
バ
ー　

児
玉　

洋
一

池
谷　

仁
宏

和
田　

成
功

高
橋　

純
子

冨
田　

陽
子

町議会
YouTube チャンネル
一般質問などの動画を配
信していますので、チャン
ネル登録お願いします
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　各地で発生した山火事対応を注視しており

ました。丹沢の山々を背にした私達の町も、

いつこのような状況になるか分かりません。

テレビでも報じられていた「ファイヤーハン

ター」を町では各分団に追加配備し、２つと

なりました。手動で消火活動ができ、消防車

の入れない場所や水利のない場所、特に山間

地域では絶大な効果を発揮するものです。

　最後に、２年間「議会のおと」紙面作りに

携わりました。現場主義の私には不慣れでし

たが新たな発見もありました。

　ご一読頂きありがとうございます。

（記）池谷 仁宏


